
1997年　平成9 年

7/25あだ ち 広報
第1176 号

●発行/ 足立区　〒120 足立区中央本町1- 17- 1　03( 3880) 5111 ㈹　編集/ 企画部広報課　FAX3880- 5610

働
く
親
た
ち
の
強
い
味
方

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)制
度

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い
る
中
、
当
区
で
は
、
子
育
て
支
援
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
昨
年
1
0月
に
「
足
立
区
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
認
可
保
育
所
以
外
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
(
保
育
マ
マ
、
保
育
室
、
緊

急
一
時
保
護
制
度
)
も
「
重
妥
な
保
育
資
源
」
と
位一
づ
け
多
様
か
つ
個
別
的

な
保
育
ニ
ー
ズ
の
受
け
皿
と
し
て
、
制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)
と
は

保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)
は
、
自

ら
の
保
育
経
験
を
生
か
し
、
自
宅
で
生

後
5
週
間
か
ら
3
歳
未
満
の
お
子
麌
ん

を
―
人
ま
で
、
午
前
8
時
～
午
後
5
時

の
う
ち
8
時
間
保
育
し
ま
す
。
現
在
、

足
立
区
で
ほ
3
2人
の
保
育
マ
マ
が
駑
録

さ
れ
て
お
り
、8
年
度
に
は
延
べ
朏
大

の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

近
年
、
区
内
の
保
育
需
要
が
急
増
し

て
い
て
、
保
育
園
な
ど
へ
の
入
所
を
待

っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ

り
ぶ
フ
な
状
況
の
中
、
保
育
マ
マ
た
ち

は
活
躍
し
て
い
ま
す
。

保
育
マ
マ
に
な
り
ま
せ
ん
か

募
集
し
て
ま
す

区
は
、
多
く
の
区
民
の
方
が
気
軽
に

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
恚
つ
に
、
保

育
マ
マ
の
増
員
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

資
格
=
児
童
の
保
育
に
熱
意
が
あ

り
、
保
育
に
つ
い
て
技
能
ま
た
は
経
験

を
お
も
ち
の
、
保
母
・
教
員
・
助
産
婦

・
保
健
婦
ま
た
は
一
糢
婦
の
資
格
の
あ

る
女
性

年
齢
=
2
5歳
か
ら
6
0鎭
ま
で

施
設
=
保
育
専
用
室
と
し
て
9
.
9㎡(
約

6
畳
)
以
上
の
部
屋
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
他
、
同
居
の
家
族
で
6
歳
禾
満
の

児
童
が
い
な
い
こ
と

収
入
=
表
1
の

と
お
り

※
今
年
度
1
1月
頃
か
ら
、
保

母
等
の
資
格
が
な
く
て
も
区
が
定
め
る

所
定
の
研
修
(
約
2
カ
月
の
期
間
で
保

育
理
論
な
ど
の
7
科
目
)
を
修
了
し
た

方
が
、
保
育
マ
マ
と
し
て
登
録
で
き
る

制
度
を
実
施
す
る
予
定
で
す

表1　 家庭 福祉員各種助 成金一覧

※ 以上のほかに利用者より1 人あたり 月額23, 000 円( 冬期は

暖房費3, 000 円 加算) の保育料があります

保
育
マ
マ
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た

こ
こ
は

、
西
伊
輿
四
丁
目
の
自
宅
で

保
育
マ
マ
を
し
て
い
る
坂

美
智
子
き

ん
の
お
宅

。
お
迎
え
時
間
に
近
い
午
後
4

時
過
ぎ
に
訪
問
し
て
み
る
と
、3

人

の
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
が
出
迎
え
て
ぐ

れ
ま
し
た

。
保
育
マ
マ
を
始
め
た
動
機

を
伺
っ
た
と
こ
ろ

、「
以
前
に
学
童
保
育

室
で

の
保
育
経
験
も
あ
り

、
い
つ
か

資
格
を
生
か
す
チ

ャ
ン
ス
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
ま
し
た

。
ま
た
、
保
育
中

は
子
ど
も
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い

、
人
へ
の
優
し
さ

、

自
立
心
の
芽
生
え
な
ど
を
常
に
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
自
分
が
4
0代
に
な
っ
て
、改

め
て
保
育
を
し
て
み
て
、
昔
よ
り
も
広

い
視
野
で
、
心
に
ゆ
と
ひ
を
持
っ
て
子

ど
も
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

気
が
付
き
ま
レ
た
。
最
初
か
ら
無
理
を

レ
な
い
で
、2
・
3
年
の
期
間
で
1
人

か
2
人
ぐ
ら
い
か
ら
預
か
っ
て
み
て
は

ご
っ
で
す
か
」
と
、
こ
れ
か
ら
、
保
育

マ
マ
を
目
指
す
方
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
溟
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
声
を
お
聴
き
し
ま
し
た

▽
西
新
井
四
丁
目
在
住
で
梨
沙
ち
ゃ
ん

を
頂
け
て

い
る
正
田
さ
ん
・
:
「
子
供

も
保
育
マ
マ
さ
ん
を
慕
っ
て
自
分
か
ら

行
き
た
が
り
ま
す

。
上
の
子
も
預
か
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

▽
皿
沼
二
丁

目
在
住
で
里
和
ち
ゃ
ん
を
頂
け
て
い

る
斎
藤
さ
ん
・・・
「
生
後
5

週
目
か
ら
預

か
っ
て
も
ら
い
助
か
り
ま
し
た

。ま
た

、

子
ど
も
が
少
人
数
な
の
で
保
育
マ
マ
さ

ん
と
の
信
頼
関
係
が
出
来
て
、
安
心
し

て
仕
事
に
打
ち
込
め
ま
す
」

▽
西
伊

興
三
丁
目
在
住
で
優
作
君
を
預
け
て

い
る
益
田
さ
ん
…
「
現
在
、
保
育
室

で
、
保
母
を
し
て
い
ま
す
。
よ
そ
さ
ま

の
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
い
る
私
に
と

っ
て
も
、
保
育
者
の
先
輩
に
な
ら
安
心

し
て
子
ど
も
が
預
け
ら
れ
ま
す
」

保 育 マ マ に な り た い 方

預 け た い 方 は

児 童 福 祉 課 保 育 振 興

係
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今号の主な内容

2
・
3
面
▽
災
害
時
の
避
難
所
の
運
営
は
皆
さ
ん
で
/
進
む
行
政
改

革
/
掲
示
板
/
ひ
ろ
ば
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
下
水
道
特
集

6
・
7
面
▽
年
金
相
談
/
国
保
海
の
家
・
山
の
家
/
困
っ
た
時
は
相
談
を

…
福
祉
事
務
所

8
面
▽
▽
▽
あ
だ
ち
再
生
館
オ
ー
プ
ン
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
案
内

名
誉
区
民
　
遠
峰
冨
次
氏
逝
去

名
誉
区
民
の
遠
峰
累
次
氏
が
7
月
8

日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

遠
峰
氏
は
、
区
議
会
議
長
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
永
年
に

わ
た
っ
て
努
め
、本
区
発
展
の
た
め

数
々
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
4
年
1
0月
、
氏
の
社
会
文
化

興
隆
へ
の
貢
献
、
区
の
発
展
に
特
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
を
た
た
え
名
誉
区

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
じ
た
。
享
年
9
1

歳
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
ひ
申
し
あ

げ
ま
す
。

▽
主
な
経
歴

・
区
議
会
議
長

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

・
病
院
理
事
長

葦
立
ち

読
者
の
ペ
ー
ジ

隔
月
に
発
行
し
て
い
る
冊
子
版

の
広
報
「
あ
だ
ち
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

に
読
者
の
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ

て
、
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

毎
回
た
く
さ
ん
の
区
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
投
稿

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
夏
の
思
い

出
」
で
、
2
5編
の
力
作
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
紙
面
の
制
約
も
あ
っ

て
、
5
編
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
心
に
し

み
る
も
の
ば
か
り
で
、
人
生
の
感

動
の
場
面
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

や
は
り
夏
の
思
い
出
と
い
う
こ

と
で
、
夏
休
み
の
旅
行
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
が
一
番
多
く
、
つ
い

で
昭
和
二
十
年
八
月
の
こ
と
、
三

番
目
が
故
郷
・
田
舎
の
思
い
出
で

し
た
。
兄
弟
で
行
っ
た
プ
ー
ル
の

思
い
出
、昔
の
綾
瀬
川
の
こ
と
、

ご
家
庭
で
の
つ
ら
い
出
来
事
を
綴

ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
の
夏
の
思
い
出
は

や
は
り
、
少
年
時
代
の
夏
休
み
。

ソ
ロ
ソ
ロ
歩
い
て
い
た
炎
天
下
の

道
と
草
の
匂
い
で
す
。ま
だ
ま
だ

原
っ
ぱ
や
小
川
も
近
く
に
あ
っ

て
、
タ
暮
ま
で
ひ
た
す
ら
遊
ん
で

い
ま
し
た
。ど
こ
に
生
れ
育
っ
て

も
、ふ
る
さ
と
を
一
番
感
じ
る
希

節
は
、夏
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

学
校
も
休
み
に
入
り
ま
し
た
。

足
立
の
花
火
も
美
し
く
夜
空
に
花

開
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

思
い
出
残
る
夏
を
、健
康
で
お

す
ご
し
く
だ
さ
い
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あだち広報は毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは奇数月1 日発行　 ※ 区民事務所や駅の広報スタンドなどにも 置いてあり ますので、ご 利用ください
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災
害
時
の
避
難
所
の
運
営
は

地
域
の
皆
さ
ん
で

地
震
の
時
の
行
動
は

大
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
机
や
テ
ー

ブ
ル
の
下
に
か
く
れ
て
身
体
を
守
る
と

と
も
に
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
後
、
ご
近
所
で
火
災
が
発
生
し
て
い

な
い
か
、
け
が
人
は
い
な
い
か
様
子
を

見
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
皆
さ
ん
で
地
域
を
守
れ
な
ぐ

な
っ
た
ら
、早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

最
初
の
避
難
先
は
、
町
会
、
自
治
会
ご

と
に
定
め
ら
れ
た
「
一
時
集
合
場
所
」

で
す
。
大
火
災
が
起
こ
り
、
一
時
集
合

場
所
に
も
危
険
が
迫
っ
た
場
ふには
、
区

内
9
ヵ
所
の
「
広
域
避
難
場
所
」
に
避

難
し
ま
す
。

避
難
所
は
、生
活

、情
報

、

医
療
の
拠
点
で
す

足
立
区
で
は
、
区
立
小
中
学
校
お
よ

び
都
立
高
校
、
全
1
2
6
力
所
を
避
難
所
に

指
定
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
は
、
自
宅
が
倒
壊
、
焼
失
、

あ
る
い
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停
止
に
よ
り
、
生

活
で
き
な
く
な
っ
た
方
の
た
め
の
生
活

拠
点
で
あ
る
ぽ
か
り
で
な
く
。
情
報
や

医
療
の
拠
点
と
も
な
り
ま
す
。

避
難
所
で
は
地
域
の

皆
さ
ん
の
出
番
で
す

以
前
の
防
災
計
画
に
よ
る
と
、
避
難

所
は
、
区
が
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
し

。阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
避
難
所
に
い
ち
早
く
到
着
し

た
周
辺
の
地
域
の
方
が
。
実
質

的
に
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

避
難
生
活
が
長
期
化
し
た
場
合

に
は
、
避
難
し
た
方
々
の
協
力

と
一
致
団
結
し
た
行
励
が
大
切

で
す
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
防
災
計

画
で
は
、
避
難
所
を
避
難
者
や

地
域
の
方
が
自
主
的
に
開
設

し
、
運
営
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

、
区
は
区
内
の

被
客
状
況
を
い
ち
早
く
収
集
し
て
、
速

や
か
に
都
、
協
定
自
治
体
等
に
応
援
を

要
請
し
。
消
防
署
、
警
察
署
な
ど
の
防

災
関
係
機
関
と
協
カ
レ
な
が
ら
、
人
命

救
助
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

避
難
所
運
営
会
議
と
は

区
で
は
、
災
客
に
爾
え
て
、
区
内
6

ヵ
所
の
備
蓄
倉
庫
の
ほ
か
、
避
難
所
と

な
る
全
小
中
学
校
に
地
下
埋
設
式
ト
イ

レ
や
無
線
機
、
医
薬
品
な
ど
を
備
蓄
し

て
い
ま
す
。「
ど
ん
な
も
の
が
学
校
内
の

ど
こ
に
あ
る
の
か
」「
高
齢
者
や
身
体
の

不
自
由
な
方
の
居
室
は
ど
こ
に
し
よ

う
」ま
た
、「
ど
の
よ
う
な
組
織
で
遊
難

所
を
運
営
す
る
の
か
」
な
ど
、
学
校
と

町
会
・
自
治
会
を
中
心
と
し
た
地
域
の

方
が
集
ま
り
、
事
前
に
話
し
合
う
の
が

避
難
所
運
営
会
議
で
す
。
こ
の
会
議
の

組
織
化
は
、
現
在
4
6の
小
中
、
高
等
学

校
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

避難所運営会議の進められている学校 9年7 月現在

避
難
所
で
の
訓
練
は

避
難
所
運
営
会
議
の
次
は
、
避
難
所

を
実
際
に
運
営
す
る
訓
練
が
必
要
で

す
。こ
の
訓
練
は
、地
域
の
皆
海
ん
が
自

ら
計
画
し
、実
践
す
る
訓
練
で
す
。「
炊

き
出
し
を
し
て
み
ぷ
つ
」「
地
下
に
埋
ま

っ
て
い
る
ト
イ
レ
は
ど
の
ぷ
つ
に
組
み

立
て
る
の
か
な
」「
応
急
手
当
の
訓
練

も
」
な
ど
、
会
議
で
の
意
見
を
も
と
に

訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
う
し
た
話
し
合

い
と
訓
練
が
「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私

た
ち
が
守
る
」
と
い
う
防
災
意
識
を
高

め
、
地
域
全
体
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ

る
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
区
は
避
難
所
運
営
会
議

の
設
置
や
訓
練
計
画
の
立
案
に
つ
い

て
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、9
年
度
の
足
立
区
総
合
防
災

訓
練
は
、こ
の
避
難
所
開
設
運
営
訓
練

岑
至
体
と
し
て
行
う
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
災
害
対
策
課
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

中川北小学校での防災馴練風景( 6/ 29)

▲ 地 下埋 設 式 ト イ レの 組み 立 て

▲ 非 常 炊 き出 し

▲ 材木 の下 か ら 助け だ す 救 助 訓練

進む　行政改革! !
―取り組み報告―

足立区では、区民の皆さ んのご協力を 得て、

昨年度か ら第二次行政 改革に 取り組 んでい ま

す。

第二次行政改革は、「足立区行政改革大綱( 第

二次) 」に基づいて、8年度 から10年度までの3

年間にわたり計画的に進めていくもので す。
その1 年目である8 年度の取り組み成果を報

告します。

8
年
度
の
主
な
取
り
組
み
成
果

事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の
推
進

や
職
員
定
数
の
削
減
に
よ
り
、1
2億
5

千
万
円
の
節
減
が
で
き
ま
し
た
。こ
の

成
果
は
、
新
た
な
行
政
サ
ー
ピ
ス
ヘ
の

対
応
な
ど
に
充
て
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

□
公
有
財
産
の
有
効
活
用

公
有
財
産
の
有
効
活
用
の
一
環
と
し

て
、
西
新
井
駅
東
口
(
梅
島
三
丁
目
)

に
暫
定
駐
車
場
を
開
設
。

□
勤
労
青
少
年
寮
の
見
直
し

寮
の
利
用
実
態
に
合
わ
せ
て
部
屋
敷

を
1
0
0
室
か
ら
7
5
室
と
す
る
と
と
も
に
、

罹
災
者
の
収
容
施
設
と
南
部
公
園
管
理

事
務
所
を
併
設
。

□
学
校
給
食
調
理
の
民
間
委
託

小
学
校
1
0校
、
中
学
校
4
校
に
つ
い

て
新
た
に
民
間
委
託
を
行
い
、
民
間
委

託
校
は
累
計
で
小
学
校
4
8校
、
中
学
校
2
5

校
に
。

□
組
織
名
・
公
共
施
般

名
の
改
称

来
庁
者
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
、
組
織
名

啻
吹
称
(
例

‥
情
報
公

開
課
↓
区
政
情
報
室
、

営
繕
第
一
課
↓
施
設
営

繕
課
等
)
。

□
定
員
管
理
の
適
正
化

前
年
度
に
比
べ
、1
1
8

人
の
職
員
(
公
社
等
を

含
む
)
を
削
減
。

□
ノ
ー
残
業
デ
ー
に
よ

る
時
間
外
勤
務
の
削
減

9
年
2
月
か
ら
、
毎

週
水
曜
日
を
定
時
退
庁

日
に
。

□
新
提
案
制
度
の
導
入

・
活
用

職
員
の
ア
イ
デ
ア
を

区
政
に
活
か
す
た
め
、

提
案
制
度
を
導
入
。
4
0

件
の
提
案
あ
り
。

□
区
税
・
国
民
健
康
保

険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
の
郵
便
貯
金

口
座
振
替

区
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
8
年
4

月
か
ら
郵
便
貯
金
か
ら
の
口
座
振
替

を
開
始
。

□
福
祉
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
稼
助
　

福
祉
事
業
の
情
報
を
一
元
化
し
、
き

め
細
か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。

▲ 福祉総 合情報システムが稼
動しました

公
社
等
の
改
革
に
関
す
る
報
告

現
在
、
足
立
区
に
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
を
管
理
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
を
は
じ
め
と
し

て
1
3の
公
社
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
経
営
の
改
善
と
再
構
築
を
図

る
た
め
、「
経
営
改
革
」「
人
事
改
革
」

「
公
社
改
革
」
の
1
つ
の
分
野
に
分
け

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。

□
見
直
し
の
内
容

▽
経
営
の
効
率
化
の
推
進
、
公
社
自
主

事
業
の
独
立
採
算
性
や
利
用
料
金
制
度

の
導
入

▽
公
社
等
へ
の
区
派
遣
職
員
の
削
減
と

非
常
勤
職
員
(
週
3
0時
間
勤
務
職
員
)

の
活
用
。
公
社
等
採
用
の
固
有
職
員
と

非
常
助
職
員
の
あ
り
方

▽
公
社
等
の
事
業
領
域
、
区
と
公
社
等

の
関
係
、
公
社
等
の
統
廃
合
な
ど
に
つ

い
て
の
考
え
方

※
報
告
書
は
区
政
情
報
室
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す

8 年 度に取り 組み が完了した項目

・あい ネット21 端末機等助成の 廃止

・入 札制度の改善
・区民税前 納報奨金 の交付率等の 見直し

・勤 労青少年寮 の見直し

・障害 福祉 総合センタ ー 福祉作 業係 の精 神薄 弱

者 授産施設( 法内 施設) への転 換

・新庁舎開 庁に 伴う 庁舎管理 体制 の見直し
・ 組織の統廃合

・区 税・国 民健康保険料・国民 年金保険料の郵 便

貯 金口 座振替

・ 福祉総合情 報シ ステ ムの本格 稼動

行
政
改
革
は
、
区
が
ス
リ
ム
に
な
る

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
み
出
し
た
成
果
を
積
極
的
に
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
用
し
て
、
区
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
目
的
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
卜
出
店
者
募
集

▽
8
月
3
1日
沺
、
午
前
1
0時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
9
月
7
日
)
/
東
綾
瀬
公

園
(
綾
瀬
駅
前
広
場
)
/
6
0区
画
/
出

店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、一
話
番
号
、
出
店
物
を
明
配
/
7

月
3
1日
必
着
/
下
田

一臨
芙
谷
田
団

地
内
郵
便
局
留

0
8
0
(
4
4
3
)
3
0
1
0

☆
足
立
区
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
記
録
会
(
ス

イ
ム
+
ラ
ン
)
8
月
3
日
沺
、午
前

9
時
/
荒
川
河
川
敷
周
辺
/
2
千
円
/

要
項
請
求
は
返
信
用
封
簡
(
8
0
円
切
手

貼
付
)
に
住
所
、氏
名
を
明
記
/
一
函
一

中
央
本
町
4
-
1
6
1
2
―
7
7
2
足
立
区

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合

小
林

(
3
8
5
2
)
2
6
3
5

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
心
身
障
害
者
施
設
職
員
募
集

▽
宿
泊
介
助
指
導
…
勤
務
時
間
=
午
後

5
時
～
翌
日
9
時
賃
金
=
7
千
5
0
0
円

/
日
中
介
助
指
導
・・・助
務
時
間
=
午
後

2
時
～
6
時
賃
金
=
時
給
8
0
0
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

定
員
=
若
干
名

期
限
=
8
月
1
5日

場
・
申
・
問
先
=
足
立
あ
か
し
あ
園

(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

▽
産
休
代
替
職
員
募
集
対
象
=
2
0
歳
～

3
0歳
の
方

勤
務
時
間
=
午
前
8
時
3
0

分
I
午
後
5
時
3
0分

賃
金
=
時
給

崩
円
(
交
通
費
支
給
)

場
・
申
・
問

先
=
ひ
ま
わ
り
園

(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

☆心の健康電話相談室　毎月第1・3木曜日、午後1時～4時/面接も可能/要予約/足立区精神障害者家族会( あしなみ会) BONサンス千寿　3881- 6400
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保
健

ガ

イ
ド

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
=
8
月
3
1日
照

受
付
時
間
=
午

後
1
時
I
3
時

場
所
=
伊
興
住
区
セ

ン
タ
ー

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

養

成

講

習

会

す
こ
や
か
な
食
生
活
の
た
め
に
、
食

品
の
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス
や
健
康
づ
く
り

を
学
ぴ
ま
す
。昨
年
の
講
座
修
了
者
は
、

地
域
り
な
か
で
食
生
活
の
案
内
人
と
し

て
活
躍
中
で
す
。
自
分
の
、
家
族
の
、

さ
ら
に
は
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
栄
養

士
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
左
表

。対
象
=
食
生
活
改
善

に
熱
意
あ
る
方
ま
た
は
栄
養
士
の
資

格
を
有
す
る
全
日
程
参
加
で
き
る
方

定
員
=
3
0人

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、参
加
の
動
機
、「
食
生
活
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
養
成
講
習
会
」
希
望
と
明

記

期
限
=
8
月
1
0日
必
着

申
・
問

先
=
足
立
保
健
所
栄
養
指
導

〒
1
2
1
西

竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6
(

直
通
)

食生活コンダクター養成講習会日程

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分。ただし、10/ 30は午前
10時～正午。上記以外にも自主活動を2日間行います

8月の献血

問先= 東京東赤十字血液センター　5682- 2801
区役所保健予防系　3880 ―5111㈹

健康カレンダー 8月の予定

エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・

ビ
デ
オ
展
作
品
募
集

エ
イ
ズ
に
つ
い
て
を
広
く
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
。
エ
イ
ズ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
お
よ
び
ピ
デ
オ
展
を
行
い
ま

す
。
内
容
は
「
エ
イ
ズ
を
と
も
に
考
え

ぷ
つ
」
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ポ
ス
タ
ー

の
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
後
日
表
彰

し
ま
す
。

□
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

規
格
=
大
き
さ
…
四
つ
切
り
大
(
5
4㌢

×
3
8㌢
)
縦
方
向
の
み

色
彩
・
図
柄

…
自
由

※
標
語
を
必
ず
記
入

標
語
=

①
も
っ
と
話
そ
う
よ
、
エ
イ
ズ
の
こ

と

②
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
、
エ
イ

ズ
の
こ
と

③
H
I
V
/
A
I
D
S
　
(

エ
イ
ズ
)
と
も
に
生
き
る
た
め
に

□
ビ
デ
オ
展

作
品
は
1
0分
以
内

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

申
込
=
事
前
に
所
定
の
甲
込
書
ま
た
は
(

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
ポ
ス
タ
ー
ま
た
は
ビ
デ
オ
の
別

を
明
記
し
郵
送

期
限
=
9
月
3
0日

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
業
務
係

〒
1
2
1

西
竹
の
塚
2
-
1
2
1
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

健康あ・ら・かると
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
っ
て
知
っ
て
ま
す
か

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
1
9
7
6

年
に
ア
メ
リ
カ
で

在
郷
軍
人
の
会
合
が
開
催

さ
れ
、
そ
こ
で
レ
ジ
オ
ネ

ラ
菌
が
空
調
機
を
通
し
て
会
場
に
広
が

り
、
菌
を
吸
い
込
ん
だ
出
席
者
か
ら
重

症
の
肺
炎
患
者
が
集
団
発
生
し
、
2
9人

の
死
亡
者
が
で
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
、
昨
年
大
学
病
院
に
お
い

て
新
生
児
が一
人
肺
炎
に
か
か
り
、
そ

の
う
ち
1
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
は
土
壌
や
河
川
水
等

自
然
界
に
広
く
生
息
し
、
土
ぼ
こ
ひ
や

水
滴
の
飛
散
な
ど
で
空
気
や
水
に
侵
入

し
、
2
5
～
4
3
度
の
環
境
で
増
殖
し
、
6
0

度
以
上
で
死
滅
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

浴
槽
や
循
環
式
給
湯
器
、
加
湿
器
の
水

等
が
汚
染
さ
れ
や
す
い
の
で
す
。

い
つ
で
も
入
浴
で
き
、
温
泉
気
分
を

家
庭
で
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
「
2
4
時
間
風
呂
」
が
広
く
普

及
し
ま
し
た
が
、
昨
年
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

を
増
殖
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
大
き

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

空
中
に
飛
散
し
た
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を

含
む
水
滴
を
吸
い
込
み
、
菌
が
肺
に
侵

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肺
炎
な
ど
の
足

状
が
起
き
る
の
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
。
で

す
か
ら
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
が
生
息
す
る

水
を
飲
ん
で
も
通
常
は
感
染
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
健
康

な
成
人
が
発
痘
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
、

乳
幼
児
や
老
人
、
愚
者
等
の
免
疫
力
が

低
下
し
て
い
る
人
が
発
症
し
ま
す
。

「
2
4時
間
風
呂
」
も
現
在
は
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
を
予

防
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

1
、
入
浴
時
、
体
に
つ
い
た
汚
れ
を
流

し
て
か
ら
浴
槽
に
入
る
。

2
、
浴
槽
は
こ
ま
め
に
清
掃
を
行
い
、

清
掃
の
つ
ど
水
を
交
換
す
る
。

3
、
病
気
で
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る

方
や
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
は
、
泡
風
呂

機
能
を
使
用
レ
な
い
。

ふ
ろ
に
入
る
こ
と
は
、
身
体
の
衛
生

を
保
持
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
1
日
の
疲
れ
を
い
や
し
、
明
日
の

活
力
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
の
ん

び
り
と
安
心
し
て
、
我
が
家
の
さ
さ
や

か
な
温
泉
を
楽
し
み
た
い
も
の
で
す

ね
。

A
保
健
所
保
健
衛
生
監
視
員
V

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
2
)

徳
川
幕
府
が
、
統
治
の
基
盤
と
し
て

い
た
の
が
「
士
・
農
・
工
・
商
」
と
い

わ
れ
る
身
分
制
度
で
す
。

こ
の
身
分
制
度
に
よ
っ
て
、
職
業
や

結
婚
に
至
る
ま
で
制
限
が
加
え
ら
れ
、

そ
の
身
分
が
世
襲
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

徳
川
幕
府
は
、こ
の
身
分
制
度
を
い

っ
そ
う
強
固
に
す
る
た
め
、
士
・
農
・

工
・
商
の
下
に
※
「
え
た
・
ひ
に
ん
」

と
い
う
、さ
ら
に
低
い
身
分
を
つ
く
り
、

こ
れ
ら
の
人
ぴ
と
の
居
住
地
を
制
限

し
、
住
居
の
移
転
を
禁
止
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
他
と
の
区
別
を

つ
け
て
、
差
別
を
徹
底
し
よ
う
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
部
落
差
別
の
は
じ
ま

り
で
す
。

※
文
中
に
「
え
た
・
ひ
に
ん
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時

代
の
身
分
制
度
の
説
明
の
た
め
に
使
用

し
た
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、こ
の

よ
う
な
言
葉
や
表
現
は
、
一
般
的
な
日

常
会
話
や
文
章
に
使
わ
れ
ま
す
と
、
そ

れ
が
意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
人
を
侮

辱
し
、
人
の
心
を
傷
つ
け
、
身
分
に
よ

る
差
別
、
人
権
侵
害
と
い
う
問
題
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
十
分
ご

理
解
の
う
え
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ

□ 宿泊施設9 ・10月分の利 用について( 訂正とお 詑び) 6 月25日号の2 面、「宿泊施段インフォメーション」の記事に誤りがあり ました。正しくは、当選者受付期限
は8 月7 日まで、抽選後の空き室の受付開始日は8 月8 日からです。訂正し てお詫ぴします。≪区民施設係≫
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あなたに、快適な環境を運びます
5 、 旭 球 の 襴 羹 保 全 が 大 き な 声 で 縣 ぱ れ てい ま す 。 そ し て 私 た ち の 擔 近な と ご ろ で 水 辺

爾 曩 を 守 る のzr F 氷 ● の 役 割 で す 。「 ま ち亅a 刈3 の 廈a は 衣庭 の 台 所 な ど かe 」||、 瀞 へ 、 と

つ な が っ て い ま す。 そ の 伺 で 下 水 運 に よ り 衛生 的 に 是 理 し て こ そ さ わ や か な 水 辺 怦s 惣 れ

る の で す 。 な お、 区 内 の 下 水 道 によ る 雨 水 緋 水 籘 設 は 、 魯t・ 降 雨 強 度1 時 間50・ で 整 働 さ

れ てい ま す 。 区 で は 、 さ ら に 水 害 に 強 い ま ち つ く り の た め 、 皆 櫑 の 宅 地 に おい ても 各 戸 貯

留 ・ 覆 透 旛 酘 の 壟 備 を お・ い し て 芻 り ま す 。 下 の 地 圜 で ㎜ は 下 水 道か 使 え る 区 簟

で す 。 一 日 も 早 く 区 内 の 全 域 で下 水・ が 使 え る よ う に 頑 張 つ て いl 寸 。

凡 例

上図は足立区下水道計画および現況図です
(平成9年6月硬在)

こ のal -画l j 、・ 麁 に 際 し 変 更 に な る 嶋 合 か あ り ま す 。

ま た 、 ‾F水道 の 肝 画 ・・ 二[ 亊 な ど 詳 細 に つ い て は 、' F 記 に

お 閃 い 合 わ せ く だ さ い 。

東京都下水道局北部建設事務所設計課 　3604- 8311

足立区土木部街路下水道課計画係 　3880- 5111 ㈹

● 公共下水道普及率の推移

○ 東京都23区は平成6 年以降。概成】00%です。
※ 慨成100% は 普及率か99. 5% 口上を示し ます

公 共 下 水 道 が でき た ら …… 助成・融資制度をご利用下さ い

下 水道 が 使 えるよ う にな り ます と、 そ の区 轤 は

水洗化 で き る区 域 とし て、 東 京都 公 轤に 告示 さ れ

ます。 そし て各 家塵 に は東 京 都下 水道 局 から チラ

シ で み細 ら せL ま す。 舞恥 に 、下 水道 料 金を 負 担

してい た だ くよ う にも なり ま す。

水 洗化 で きる 区 墟の みな さ んに は、 告 示後3 年

以 内 に、 く み皿 り便 所 を水 洗 トイ レ に改 迪し てい

ただ か なけ れば な りま せん 。

こ れらaa 遶 工事 を 行う にa 、 槽当 め・ 用 がか

か りj す。

そ こで 、足 宜 区お よ び東 京 輾で 朏、 水 詭t の普

及 儼・ を 躪り み な ● んのi 梱を 夕 なく す るた め、

● 瀘 や・ 寶ゐ う 蓍儿 癲 癇を 毅|・て1・ま す。

工 事は下水 道局が 指定 する工 事店
に

さあ工事を し ましょ う

あな た の お住ま いは?

〈 公 道 に 面 し て い る 〉 〈私道に面している〉

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度

私 道 整 備 助 成 制 度
水洗 化設 備資 金 融資あ っ せん利 子補 給 制度

宅 地内の 工事をし ましょう

あ な た の お住 ま い の トイ レ は?

〈浄 化 槽〉
浄 化槽の廃止工事をしましょう

EU

水 洗 化 設 備 資 金 融 資 あ っ せ ん 利 子 補 給 制 度

〈く みとり〉
水洗化工事をしましょう

巨
水 洗 化 設備 資 金 融 資 あ っ せん 利 子 補 給 制 度

東京都の水洗便所助成制度

足立区土木部計画調整課助成係へ
3880- 5111 ㈹

私 道 排 水 設 備 助 成 制 度
私道 を 利 用 し てい る 家 暖 で は 、・F水 を 公 共 下 水直

に流 す ため 私 直 に緯 水設 晞 が 必 要 にな り ます 。こ の

排 水 設 備を つ く る場 合一 定 の 条 吽の もと に 区 か ら 助

成 金か 受 け ら れ ま す。

私 道 整 備 助 成 制 度

私 遠 の 簡 曷舗 装 を 希望 す る 方 は工 事 賢の 助 成 か 受

け ら れ ま す。

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度
水 徒 化・ 事! 冰 洗 便所 へ のa 追 、 浄化 槽 の 切 り 替

え 、排 水・ 鵬の・l } | こあ た り 、資 全 を・-・・時 的 に 支 出

す る の か 團皸 な 方 に 吋 して 、 区 で は一 夐 の 条 件 の も・

と にa 資あ っ せλ を 行い 、利 子 め ー一郎 を 負卻 し まt

東京都下水道局　北部第一管理事務所　業務課へ

5680- 6334
東 京 都 の 水 洗 便 所 助 成 制 度

く み 裏 り 便 所を 水 洗 化 す る場 合 に 、 竃 京 魯 から 次

の よ う な 梟 瞋 奮が 受 け ら れます( 略 ず 工 事 を す る 前

に ● 續 し て く ださ い 。 手 縫 は工 事 店 が 代 行 し ま すl 。

早く水洗便所が使えるように
足 政区 の 下 水 適 方 式 にU 合 流 式 と 分 流 式

と か あ り ま す 。 合 流 式 と は 、 画 水 と 竃 庭 か

ら 捐 る 汚 水 を| 本 の 下 水 道 管 に 、 分 溘 式 とU

そ れ ぞ れ を 別 々の 下 水 逎 管 に 流 す 方 式 で

す 。 た だ し 、 分 流 式 地 域 で も 、 足 亶 区 の 西

酋 地 域 に つ い て は 汚 水 先l j 方 式 を 嘩 用 し て

い ま す 。

汚 水 先 行 方 式 は 、 汚 水管 と 翊 水 管 を 同 時

に 遺 跡 に 埋 設 し ま す か 、i 面 は 汚 水 管 の み

を 黹l l し て 水 洗 便 所 の 刊j l jを・l l能 に し 、兩

水管 は 無 の 本 ポ ン プ 所 の 完 岐 に あ わ せ て 俵

用 す る と い う 整 備 方 式 で す。 こ の た ぴ 、 舞

の 木 ポ ン プ 所 の 連 転 闌 蛤 に よ り 、 こ の 地 域

で も 分 流 式 に 切 り か え るた め 雨 水 を 取 り 入

れ る・f嘔 を 計 画 的 にl i り て い ま す 。

● 分流式と合 流式の区域

● 合流式の配管 ● 分流式の配管 ● 分流式(汚水先行式)の配管

● 雨 水浸透施 設の助 成　足 立区で は、水 害に強 いま ちづく りの ために 、皆 様の宅 地にも、 雨水 を地下 へかえす 「雨 本浸透施設 」の 設置を

お願いし てい ます。く わしく は、足 立区 土木 部計画 調整 課助 成係 　( 3880) 5111 ㈹ * お願い　大雨の際の「ますブタのずらし」は、歩行者がつまずいたりして危険です。フタを開けないでください。



1997 年( 平成9 年) 7 月25 日あ だ ち 広 報第1176 号 ( 6)

くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

年

金

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金
!

国
民
年
金
の
手
続
は
お
済
み
で
す
か

2
0歳
(
学
生
も
含
む
)
か
ら
6
0歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

□
加
入
対
象
の
方

ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
、

会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格
を
喪

失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
、
自
営

業
者
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

□
喪
失
届
け
の
必
要
な
方

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、
会

社
な
ど
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
た
時
は
、
国
民
年
金
を
や
め
る
手

続
き
が
必
要
で
す

□
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
の

扶
養
と
な
っ
た
配
偶
者
の
方
は
、
足
立

区
へ
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
国
民
年
金

第
3
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

□
2
0歳
に
な
っ
た
方

2
0歳
に
な
っ
た
方
で
年
金
未
加
入
で

国
民
年
金
加
入
の
届
け
出
を
し
て
い
な

い
方
に
も
年
金
手
帳
と
納
付
書
を
送
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
基
礎
年
金
番
号
か
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
将
来
必
ず
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
か
ら
で
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
先
=
適
用
係

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
た
場

合
の
3
分
の
1
に
な
り
ま
す
が
、
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算

入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
先
=

保
険
料
係

ね

ん

き

ん

相

談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
8
月
6
日
廁
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
国
民
年
金
課

前
、
問
先
=
推
進
係

※
厚
生
年
金
の

個
人
的
な
相
談
は
資
料
が
な
い
た
め
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
方
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

※
月
曜
日
卜
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
3
0
分

お
忘
れ
な
く

8
月
は
老
齢
福
祉
年
金

の
定
時
届
の
提
出
時
期
で
す

8
月
は

、
老
齢
福
祉
年
金
(
緑
色
の

手
帳
で

、
直
接
郵
便
局
の
窓
口
で
受
け

取
る
年
金
)
の
定
時
届
の
提
出
月
で
す
。

こ
の
届
は

、
8

月
か
ら
翌
年
の
7

月
ま

で
の
1

年
間
、
老
齢
福
祉
年
金
を
引
き

続
き
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
っ

か
を
決
め
る
大
切
な
届
で
す
。
該
当
す

る
方
に
お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
の
で

、

届
き
ま
し
た
ら
8

月
の
年
金
(
8

月
1
1

日
支
払
い
)

を
受
け
取
っ
た
後

、
す
ぐ

に

「
国
民
年
金
証
書
と
定
時
届

」
を
国

民
年
金
課
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

。な
お
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者

、
扶
養
義
務
者
の

所
得
制
限
限
度
額
が

、
8

月
か
ら
表
1

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
問
先
=

給
付
係

表1　 老齢福祉年金の所得限度額

※ 上記の所得額を越えると全 額支給停止となります

国

保

国
民
健
康
保
険
料
納

入
通
知
書
を
発
送
し

ま
し
た

9
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
納

入
通
知
書
と
、
7
月
～
9
月
分
納
付
書

お
よ
び
一
括
払
込
用
(
全
納
用
)
納
付

書
を
、
7
月
1
8日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
は
、
9
年
度
の
住
民
税
額

に
基
づ
い
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
9
年
度
住
民
税
が
確
定
し
て
い

な
い
方
(
申
告
が
遅
れ
て
い
る
場
合
な

ど
)
は
、
8
年
度
の
住
民
税
額
を
基
に

し
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。こ
り
ぶ
つ

な
方
に
は
、
今
年
度
住
民
税
が
確
定
し

た
時
点
で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し

た
納
入
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
な

お
、税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

至
急
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健

康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末
日
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

夜
間
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
の
昼

間
に
来
庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、

夜
間
納
付
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、
ど
う
ぞ

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
=
8
月
8
日
啝
午
後
5
時
3
0
分

3
0
分
～
8
時
場
・
申
・
問
先
=
滞
納

整
理
第
一
・
二
係

出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
一
人
に

つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
3
0万
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
妊
娠
4
ヵ
月
(
8
5日
)

以
上
で
あ
れ
ば
、
流
産
・
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

出
産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年

以
上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の

出
産
)
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健
康
保

険
証
、
母
子
手
帳
、
世
帯
主
の
印
鑑
、

世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は

除
く
)
、流
産
・
死
産
の
と
き
は
、そ
の

証
明
書
を
持
参
し
て
窓
口
へ

申
・
問

先
=
保
険
給
付
係

国
保
「
海
の
家
・
山
の
家
」

夏
休
み
の
計
画
は
お
決
ま
り
で
す
か

国
保
課
で
は
、
今
年
も
「
海
の
家
・

山
の
家
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。現
在
、

抽
選
終
了
後
の
空
き
室
利
用
を
受
け
付

中
で
す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
空

き
室
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。期
間
=
8
月
3
0日
ま
で

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
電
話

予
約
の
う
え
使
用
料
を
窓
口
へ

受
付
=

利
用
日
の
3
日
前
ま
で

申
・
問
先
=

庶
務
係

表2税
金
・
保
険
料
の

支
払
い
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
を
、

口
座
振
替
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

す
と
、
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
納
期
ご

と
に
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

申
込
=
窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、

通
帳
印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
=
預
(
貯
)
金
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
(
郵
便
局
を
含
む
)
、ま
た
は
区

担
当
窓
口
、
区
民
事
務
所

問
先
=
▽

特
別
区
民
税
・
都
民
税
…
納
税
課
整
理

係

▽
国
民
健
康
保
険
料
・・・国
民
健
康

保
険
課
収
納
管
理
係

▽
国
民
年
金
保

険
料
・
:国
民
年
金
課
保
険
料
係

子
供
を
夏
休
み
中
の

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

子
供
た
ち
が
外
で
思
い
っ
き
り
遊
べ

る
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
反
面
、
交
通
事
故
に
遭
う
機
会
も

増
加
し
ま
す
。
8
年
中
の
、
子
供
た
ち

の
重
傷
者
は
1
2人
、僅
傷
者
は
2
8
4
人
で
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
故
の
多
ぐ
は
「
飛
び

出
し
」「
一
時
停
止
遼
反
」「
信
号
無
視
」

等
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
た

め
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎

日
の
外
出
時
に
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
お
子
さ
ん
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

▽

歩
行
中
…
大
人
が
一
緒
に
歩
き
な
が

ら
、
横
断
歩
道
や
交
差
点
等
の
安
全
な

横
断
や
通
行
を
手
本
を
示
し
な
が
ら
教

え
、
実
際
に
お
子
さ
ん
に
も
安
全
確
認

を
さ
せ
、
ど
こ
が
、
な
ぜ
危
険
な
の
か

を
教
え
る
▽
自
転
車
乗
用
中
・・・
自
転
車

に
乗
り
始
め
の
お
子
さ
ん
に
は
、
大
人

が
先
頭
を
走
り
手
本
を
見
せ
、
歩
行
中

と
同
じ
く
、
ど
こ
が
、
な
ぜ
危
険
な
の

か
を
教
え
る
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗
り

慨
れ
た
お
子
さ
ん
に
は
大
人
が
後
ろ
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
安
全
確
認
が
で
き

て
い
る
か
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
走
っ
て
い
る
か
を
見
て
あ
げ
る
。
も

し
、
危
険
な
走
行
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

場
で
何
が
危
険
な
の
か
、
ど
う
す
れ
ば

安
全
に
通
行
で
き
る
か
を
く
り
返
し
教

え
る

▽
自
動
車
乗
車
中
・・・交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
で
歩
行
し
た

り
自
転
車
に
乗
る
と
事
故
に
会
う
事

を
、
ま
た
、
夕
方
や
夜
に
は
車
か
ら
は

良
く
見
え
な
く
な
る
こ
と
を
ド
ラ
イ
バ

ー
の
立
場
か
ら
教
え
る

▽
そ
の
他・・・

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
自

動
車
も
走
っ
て
い
て
、
た
と
え
歩
行
者

や
自
転
車
に
優
先
権
が
あ
っ
て
も
、
事

故
に
遭
え
ぱ
よ
り
多
く
の
被
客
を
受
け

て
し
ま
つ
の
で
、
必
ず
安
全
確
認
を
し

て
通
行
す
る
こ
と
を
教
え
る

交
通
事

故
は
チ
ョ
ツ
ト
し
た
不
注
意
が
原
因
で

発
生
し
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
に
な
る

よ
う
、
ご
家
族
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
交

通
安
全
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

千
住
警
察
署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

～
テ
ス
ト
し
ま
し
た
「
高
齢
者
用
つ
え

」～

全
国
的
に
急
速
な
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま

ふ

、
歳
を
と
る
と
足
腰
が
弱
り

行
動
範
囲
も
狹
く
な
ひ
が
ち
で
す

。
そ

ん
な
と
き

、
助
け
と
な
る
も
の
に

「
つ

え

」
が
あ
り
ま
す
。
今
回

、
足
立
区
と
7

区
(

港

、
太
田

、
目
黒

、
世
田
谷
、

杉
並

、
中
野
、
板
橋
)

の
消
費
者
セ
ン

タ
ー
が
合
同
で

、「
高
齢
者
用
つ
え
」
に

つ
い
て
強
度
な
ど
を
調
べ
ま
し
た

。

□
テ
ス
ト
し
た
つ
え
の
種
類

▽
一
本
つ
え
(

そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
適

度
な
長
さ
に
切
っ
て
使
う
)

▽
調
節
式
つ
え
(
つ
え
の
支
柱
部
を

ス
ラ
イ
ド
さ
せ
長
さ
を
調
節
し
て
使

う
)
▽
折
畳
式
つ
え
(
3
～
4
本
の
短

い
パ
イ
プ
の
中
に
ゴ
ム
が
と
お
り
、
そ

の
張
力
で
棒
状
に
な
る
)

の
3
種
類

、

2
1銘
柄
。

□
テ
ス
ト
結
果

▽
取
扱
説
明
書
や
使
用
上
の
注
意
が

な
か
っ
た
も
の
が
3
銘
柄
、
メ
ー
カ
ー

名
や
販
売
者
名
が
な
い
も
の
が
6
銘
柄

あ
り
▽
折
畳
式
つ
え
の
う
ち
、
差
し
込

み
パ
イ
プ
の
一
部
に
長
さ
約
1
2㎜
の
亀

裂
が
あ
っ
た
の
が
1
銘
柄
、
他
の
つ
え

に
比
べ
て
握
り
が
著
し
く
太
い
も
の
が
I

銘
柄
あ
り
▽
支
柱
の
た
わ
み
試
験

で
、
製
品
安
全
協
会
が
定
め
た
基
準
を

越
え
た
の
が
3
銘
柄
、
握
り
の
曲
げ
強

度
試
験
で
は
握
り
か
変
形
・
破
損
し
た

も
の
が
4
銘
柄
あ
り
。
ま
た
、
調
節
式

つ
え
の
支
柱
接
合
部
に
加
重
を
加
え
る

試
験
で
は
、
下
部
パ
イ
プ
が
上
部
パ
イ

プ
に
め
り
込
ん
で
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
も
の
が
1
銘
柄
あ
り

□
つ
え
の
選
び
方
・
使
い
方

▽
つ
え
を
選
ぶ
と
き
は
品
数
の
多
い

店
や
展
示
場
で
、
重
さ
や
握
り
や
す
き

等
使
い
勝
手
を
試
し
て
み
る
。
ま
た
、

専
門
知
識
を
も
っ
た
販
売
員
や
医
師
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
▽
S
G
(

製
品
安
全
協
会
認
定
)
マ
ー
ク
の
あ

る
も
の
を
選
ぶ
▽
取
扱
説
明
書
で
つ
え

の
長
さ
を
正
し
く
調
整
し
、
実
際
に
歩

き
、
肩
が
上
が
っ
て
い
な
い
か
、
疲
れ

や
肩
こ
り
が
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る

▽
つ
え
先
ゴ
ム
や
連
結
ゴ
ム
ロ
ー
プ

(折
畳
式
つ
え
)
は
劣
化
や
損
傷
が
あ

る
時
は
、
使
用
前
に
交
換
す
る

問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

□ 犯罪被害相談所を開設します　日時=8月1日( 金) ～3日( 日) 、午前10時～午後5時　場所=大丸デパート東京店　申込=会場に直接、または電話相談可
申先= 会場特設電話　3215 ―4014　問先= 警視庁犯罪被害者対策室　3597 ―7830
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福

祉

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

福
祉
事
務
所
案
内

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
福
祉
に
関

す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
福
祉
事
務
所
に
総
台
相

纃
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
ぐ
な
ひ
収
入
が
減
っ

た
と
き
な
ど
、
生
活
費
や
医
療
費
で
お

困
り
の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
霞
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
寝

た
き
り
ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
、
特
殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど

の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
ひ
な
ど
で
常

に
介
霞
を
必
要
と
し
同
時
に
在
宅
で
の

生
活
が
困
難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、補
装
具
、

更
正
医
家
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ま
だ
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
濮
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
毎
週
木
曜
日
(
祝

日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
1
4
時

に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母
子
寮

へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を

年
2
泊
。
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で

堤
供
す
る
「ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー

ム
」
の
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
場
合
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い

る
女
性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
(
家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
う
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
)
▽
児
童
相
談
(
児
童

福
祉
司
が
、子
供
の
養
育
や
障
害
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
)
日
時
=
毎
週
月
・
木
曜
日
、午

前
9
時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

※
た
だ
し
病
院
が
指

定
と
な
り
ま
す

対
象
=
妊
娠
7
カ月

以
上
の
区
民
/
前
年
度
所
得
税
が
1
万
6

千
瞋
円
以
下
の
世
帯

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

福
祉
手
当
(国
制
度
)
を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手

当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
5
月
～

7
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
8
月
1
1日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
先
=
在
宅
福
祉
係
、
各
福

祉
事
務
所
(
表
3
)

高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成
・

日
常
生
活
用
具
等
給
付
事
業

□
高
齢
者
住
宅
改
造
費
助
成

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
で
、
日
常

生
蓿
を
よ
ひ
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め

住
宅
を
改
造
す
る
方
に
改
造
費
の
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
以
上
で
日
常

生
活
で
常
時
注
意
を
要
す
る
状
態
に
あ

る
方

種
目
=
浴
室
/
玄
関
等
/
台
所
/

ト
イ
レ
/
居
室

□
高
齡
者
日
常
生
活
用
具

寝
た
き
り
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の

高
齢
者
に
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
ま

た
は
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
以
上
の
寝
た
き

ひ
や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者

品
目
=
特
殊
寝
台
/
マ
ッ
ト
レ
ス
/
腰

掛
便
座
/
エ
ア
ー
パ
ツ
卜
/
電
僧
調
理

器
/
特
殊
尿
器
/
自
動
消
火
装
置
/
火

災
報
知
器
/
車
い
す
/
歩
行
器
/
ガ
ス

安
全
シ
ス
テ
ム
/
入
浴
補
助
用
具
/
難

燃
性
寝
具
/
洗
髪
器
/
空
気
清
浄
器
/

ベ
ッ
ト
用
テ
ー
ブ
ル
/
介
護
用
リ
フ
ト
/

移
動
用
バ
ー
/
歩
行
支
援
用
具
/
安

全
杖
/
ス
ロ
ー
プ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
生
計
中
心
者
の
所
得
に
応
じ
て
費
用

負
担
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
各
福

祉
事
務
所
(
表
3
)

現
況
届
に
お
い
で
く
だ
さ
い
　児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、8
月
1
1日
か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
こ
れ
か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
本
人
が
手
続
き
に
来

所
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
=
8

月
始
め
に
送
付
し
ま
す
「
お
知
ら
せ
」に

記
職
さ
れ
た
期
間
内

※
現
況
届
に

必
要
な
住
民
票
、(外
国
籍
の
方
は
登
録

済
証
明
一
)
が
、無
料
に
な
り
ま
す
の
で

区
民
事
務
所
の
窓
口
に
交
付
申
請
の
際

は
、証
書
ま
た
は
「
お
知
ら
せ
」を
提
示

し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
児
童
手
当
係

重
度
障
害
者
プ
ー
ル
活
動

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

プ
ー
ル
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
青
空
の
下
、
一
緒
に
水
に

親
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
8
月
6

日
團
。
午
前
1
0時
1
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
辰
沼
小
学
校

対
象
=
1
8歳

以
上
の
健
康
な
男
女

内
容
=
重
度
障

害
者
介
助
補
助

定
員
=
若
干
名

※

障
害
保
険
付
き

申
・
問
先
=
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
生
活
実
習
係

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
3
・
4
回
目
)

日
程
等
=
表
4
(
2
コ
ー
ス
制
)

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働

く
こ
と
を
希
望
し

、
全
回
受
講
で
き
る

区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
4人
(
抽
選
)

費
用
=
8

千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、職
業
、
電
話
番
号
、生
年
月
日
、

希
望
コ
ー
ス
(
A
ま
た
は
B
)
、「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
賛
成
講
習
受
講
希
望
」
と

明
記

期
限
=
8
月
5
日
必
着

申
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

〒
1
2
0中
央
本

町
1
1
1
7
1
1

問
先
=
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
関
原

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表4　 ホームヘルパー養成講習会日程

※ 会場は一部を除 き、すべて日ノ出 町総合 ボラン ティ アセンター

家
族
介
護
者
教
室
(
8・
9
月
分
)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

場
・
申
・
問
先
=
各
在
宅
サ
ー
ピ
ス
セ
ン

タ
ー
、在
宅
介
霞
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
5
)

表5　 高齢者在宅 サービスセンタ ー・在宅 介護支援センタ ー家族介 護者 教室日程( 8 ・9 月)

※ 在は 高 齢耆 在 宅サ ービ ス セン ター 、 介は 在 宅 介護 支援 セン タ ーの 略 語で す

東
京
都
高
校
生
留
学
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

東
京
都
で
は
、
姉
妹
友
好
都
市
か

ら
の
高
校
生
を
約
1
年
間
受
け
入
れ

て
い
た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
ま

す
。

内
容
=
▽
受
入
期
間
・・・
1
0年
3

月
か
ら
約
1
年
間

▽
出
身
都
市

・
:ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
パ
リ
市
、
ニ

ユ
ー
・
サ
ウ
ス

ーウ
ェ
ー
ル
ズ
州
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
市
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

▽
条
件
・・・
都
内
在
住
の
2

人
以
上
の

家
族
/

個
室
の
有
無
や
語
学
力
等
は

不
問
/

必
要
な
生
活
費
(

主
と
し
て

食
費
)

の
負
担
有
り

問
先
=

臠
東

京
国
際
交
流
財
団
国
際
交
流
課

(
5
2
2
1
)
9
0
2
9

都
市
提
携
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

テ
レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
の

営
業
規
制
条
例
制
定

都
は
、6
月
の
都
議
会
定
例
会
で
「
テ

レ
ホ
ン
ク
ラ
ブ
等
の
営
業
お
よ
び
デ
ー

ト
ク
ラ
ブ
営
業
の
規
制
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
し
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、

近
年
の
情
報
化
の
進
展
と
性
意
識
の
変

化
の
中
で
、
青
少
年
が
テ
レ
ホ
ン
ク
ラ

ブ
等
の
風
俗
産
業
に
安
易
に
か
か
わ
っ

た
り
、
そ
の
相
手
と
な
る
成
人
の
行
動

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
。
テ
レ
ク
ラ
に
併
せ
て
全
国
で
も
初

め
て
デ
ー
ト
ク
ラ
ブ
も
規
制
し
た
も
の

で
す
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
安
委
員
会
へ
の
営
業
の
届
出
制
、

営
業
所
設
置
禁
止
区
域
の
設
定
、
広
告

物
規
制
等
の
営
業
規
制

②
営
業
者
に

対
し
て
、
青
少
年
を
客
と
す
る
こ
と
等

を
明
確
に
禁
止

③
環
境
改
善
活
動
等

の
活
動
と
措
置
を
定
め
る

こ
の
条
例

に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
最
高
で
1
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
0万
円
以
下
の
罰

金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
条
例
の
施

行
は
8
月
1
3日
で
す
。
区
で
は
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
家
庭
・
学
校
・

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
地
域
環

境
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

住
居
表
示
板
を
紛
失
し
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
で
、
家

屋
の
玄
関
等
に
取
ひ
付
け
て
あ
る
住

居
表
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を

破
損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に

は
、
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で

再
交
付
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

申
・

問
先
=
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□ 8 月は通商産業省主唱の電気使用安全月間です　電気は正しく安全に使いまし ょう　 ≪(財)関東電気保安協会≫
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郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
間
日
に
映
画

を
上
映
し
ま
す
。

日
時
=
8

月
9

日

山

、午
前
1
1
時

内
容
=
「
津
軽
の
イ
タ

コ

」
(
3
7分
)
・・・
伝
統
的
な
巫
女
業
と
人

々
と
の
つ
な
が
り
/

「
ね
ぷ
た
祭
り
―

津
軽
び
と
の
夏
―

」
(
3
4分
)
・
=
ね
ぶ
た

に
か
け
る
津
軽
の
人
々
の
1

年

費
用
=

無
料

場
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
4
7
回
足
立
区
文
化
祭

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
参
加
者
募
集

も
っ
と
多
く
の
方
々
が
楽
し
め
る
よ

う
、今
年
か
ら
参
加
者
を
公
募
し
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

日
程
=
1
1月
2
4日
㈲

場

所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
舞

踊
、
演
劇
、
器
楽
演
奏
な
ど
舞
台
で
行

え
る
も
の

申
込
=
電
話
連
絡
の
う
え

事
前
説
明
会
へ
(
8
月
8
日
、
午
後
7

時
か
ら
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
)

問
先
=

文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
再
生
館
が
オ
ー
プ
ン

9
月
1
日
オ
ー
プ
ン
の
、
足
立
区
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
再
生
館

で
、
次
の
通
ひ
募
集
し
ま
す
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

再
生
館
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
日
用
品
等

を
皆
さ
ん
か
ら
預
っ
て
、販
売
し
ま
す
。

※
1
回
、5
千
円
ま
で
の
も
の
奮
ひ
点

ま
で
。
預
り
期
間
は
4
週
間

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
出
品
物
の
種
類
を
明
記

□
ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

9
月
1
1
1月
の
第
2
土
曜
日
・
第
4

日
曜
日
に
2
階
テ
ラ
ス
を
利
用
し
た
ミ

ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ヶ
ツ
ト
を
行
い
ま
す
。

内
容
=
よ
1

区
画
、
―
回
限
り
(
2
m
x
2
m

程
度
/
各
回
8
区
画
の
み
)

※
薬
品
・
食
料
品
・
動
物
・
品
質
保

証
の
で
忝
な
い
も
の
は
販
売
で
き
ま
せ

ん

費
用
=
5
0
0円

申
込
=
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
出

店
希
筆
す
る
月
日
と
曜
日
を
明
記

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

期
限
=
8

月
6
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〒
跏
中
央
本

町
2
-
9
-
1

※
宛
名
に
は
各
々

「
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
係
」
ま
た
は

「
ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
」
と
併

記
　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

戦
没
者・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

8
月
1
5日
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」で
す
。こ
の
日
は
、

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
数
多
く
の
人
々

を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
日
本
武
道
館
で

、
全
国

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
そ
の
な
か
で
、
正
午
を
合
図

に
1
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
区
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和
祈

念
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
毎

年
8
月
6
日
と
8
月
9
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念

式
を
行
っ
て
お
り
、
広
島
市
で
は
8
月
6

日
午
前
8
時
1
5分
、
長
崎
市
で
は
8

月
9
日
午
前
H
時
1
分
に
、
平
和
の
鐘

を
合
図
に
、1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
両
市
で
は
、

今
年
も
平
和
を
祈
る
輪
を
全
国
各
地
に

広
げ
る
た
め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時

刻
に
黙
と
う
を
捧
げ
ら
れ
る
よ
う
協
力

の
呼
び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

A
総
務
課
V

情 報 コ ー ナ ー

世 帯 と人 口( 9 年7 月1 日 現在)

世 帯　　　267, 075
人 口　　　635, 845 人

男 322, 227人
女 313, 618 人

平和関連資料の展示
区では、過去の戦争の悲惨さを

伝え、平和の尊さについてあらた
めて考えるため、8 月に各種平和

関連資料の展示を行います。ぜひ
ご 覧ください。
□ 写真展
東京大空襲写真展日程=8月

13日～22日　広島・長崎被爆写
真展日程=8月18日～22日

――いずれも――
時間=午前8時30分～午後10時
場所= 区役所アトリ ウム 問先=
総務課　3880 ―5111㈹
□ 疎開 学童からのメッセージ展

疎開学童の学習・生活などを表
わす写真・作品・公文書等から疎
開学童がなにを考え、どう生活し
ていたのかを展示します。日時
=8月18日～24日、午前10時～午

後5 時 場所= 千寿第四小学校内
(教育研究所教育史料展示室)
問先= 教育研究所教育史料室
3888―1353

□ 図書館で平和関連図書特設コ ー
ナーを設置
日程=8月1日～31日内容=戦
争、平和関連図書を展示・貸出、
映画上映 場・問先= 各図書館
□ 郷土博物館の催し
東京大空襲ドキュメンタリービ

デオ上映日時=8月15日～17
日、いずれも午前10時30分・午後
2時の1日2回レ空襲関係資料
展示展示期間中、戦争を体験さ
れた方にアンケートを行っていま
す。日程=8月1～31日

――いずれも――
場・問先= 郷土博物館03620

―9393

休日でもプールや図書館などの区施設の情報OK

声の便利帳「ハローあだち」　3272- 8600
区役所が休みの土 ・日曜日、祝
日、さらに平 日の業務終了後に、
電話で休日診療所や図書館などの
区の施設についてお答えします。NTT

のオペレ ータ ーが出ますの
で、「足立区の○ ○ ○ について知り
たい」とお聞きください。同時に
何件でも聞けます。
□ 案内している主な施設
休日診療所　スポーツ施設の連

絡先　図書館の休館日、連絡先　
放置自転車の移送先、引き取り方
法　 商店 街土 ・日・ 祝日駐 車場
(竹の塚・千住付近) 　 郷土博物

館、ギャラクシティ、花畑記念庭
園、 都市農業公園の連絡先、交通
機関等

FAX サービスもあります
施設案内図が必要な方 に、FAx
サービスも行ってい ます。

□ FAx サービスを している主な
施設
休 日診療所　放 置自転車の移送

先　図書館　福祉事務所　保健所
温水プ ール、ギャラクシティ、

生物園、その他区 の施設 問先=
広聴相談係　3880 ―5111㈹

お楽しみください 8 月の区内各種展示
こども 科字館イベントホール

27・28日… ギ ャラクシテ ィ健康
王国

西 新井区民ギャラリー
2・3日…写生大会　4日～

14日・・・老人クラブ連合会作品展
20日～25日・・・' 97金曜展　27日～
31日・・・大和書道 ※ 初日と最終
日は搬入出作業 のため展示時間は
未定。当日お願い 合わせください

プチテラス・野外ギャラリー
□ 千住宿歴史プチテラス( 千住河

原町21- 11) 　2 ・3 、9 ・10、16
・17、23・24、30・31日… やっち
ゃばの風俗展 ※ 綾 瀬野外ギ ャラ
リーは8 月中 、改修でお休 みです

入場 無 料 ・ 展 示 を 希 望す る 方
は 、お問 い 合 わ せ く ださ い 。

問 先=　 こ ど も 科 学 館イ ベ ント

5242- 8161　 西新 井 区 民 ギ

ヤラ リ ー( 西 新 井駅 東 ロ サ テ ィ4
階 、 火 曜 日休 館) ・・・西 新 井区

民 ギ ャラ リ ー　3852 ―3251　

プ チ テラ ス ・野 外 ギ ャラリ ー

… ま ちづ くり 公 社

3880 ―5700( 直 通)

さあ、夏休み　プールへ行こう!
夏休み期間中、小学校プールを

一般開放し ます。ご希望の方には

水泳指導を月・水・金・土・日曜
日に行います。なお、小学校3 年
生以下は保護者( 高校生以上) の

同伴が必要です。暑い夏をプール
で思う存分お楽し みください。

※ 8 月9 日( 土) は無料開放日で
す 問先= 体育課
3880- 5111 ㈹

※ 利用時間の途中から入場した場合も利用料金は同じです

子どもフェスティバル 舞台演技出演団体募集
ホール部門の参加団体を募集し
ます。子ども の団体はもちろ ん、
大人の団 体でも子ども対象の内容
であれば歓迎です。 日程=9 月28
日( 日) 場所= ギ ャラク シテ

イ 内容= 子どもを対象とし た楽
器演奏・児童劇・会場でのク イズ
大会等 問先= 少年育成係
3880- 5111 ㈹

A -

F
e s t a

' 97

通 信

毎年大好評のA ―Fest a 記
念T シ ャツ。今年はテレ ホンカー
ドもあり ます。8 月の発売前に、
現在予約受付中です。T シ ャツの
サイズは、M ・L ・LL の3 種類
で。価格はど れでも1, 200円、テレ
ホンカ ードは900円です。

□ 耳寄り情報( セット 価格登場) 　T
シ ャツ& テレホンカ ードをセ

ットで買う と2, 000円と チョット
お得です。 申・問先= 足立区区
民まつり委員会事務局( 地域振興
課育成係) 　3880 ―5111㈹

学びたい!
それ が入 学 資 格で す 放送大学10月入学生募集中!

10月1 日より 授業を開始する9
年度の第2 学期入学生を募集しま
す。放送大学は、18歳以上なら入
学試験なし にだれでも入学できる
正規の大学で。1 科目から自宅で
学習できます。現在開講されてい
る約300 の科目はすべて、テレビ か
ラジオで毎日放送しています。東
京第三学習センタ ー( 生涯学習館
内) は、面接授業や学習相談を受
けたり。図書室等を利用できる放
送大学の施設の1 つです。
大 学卒業 を目 指す 全科履 修生

は、4 年以上 在学して所定 の単位
数を修得すると 、学士( 教養) の
学位を取得でき ます。また、卒業
を目的とせず、学びたい 科目を1
年学ぶ選科履修生、あるいは1 学

期間( 6 ヵ月) 学ぶ科目履修生の
コースもあります。 コ ース・費

用= 別表 期限=8 月15日 問先=
放送大学東京第三学習センター
( 生涯学習館内) ※ 募集要項は生
涯学習館のほかに区政情報室、公
社等各社会教育関係施設にもあり
ます　3605 ―2661

※放送授業は、おおむね1 科目2 単
位ですので、1 科目あたりの授業料
は多くの場合8, 000円となります。授
業料には、テキスト( 印刷教材) 代が
含まれています

◎「あ だち広 報」は再 生紙を 使用し ていま す T. Y. S　274, 000


